




 







・接続するときは、誤動作やスピーカーなどの破損を防ぐため、必ず全ての機器の電源
を切って下さい。
・機器の電源を切ってからもう一度電源を入れなおすときは、機器の動作を確実にする
ため、数秒の間をおいてから行ってください。

■故障が発生したら
ご使用の製品が故障したり異常を感じた場合は、すみやかに電池または、ACアダプター
をコンセントから抜き、接続コードなどを取り外してください。

そして、
・モデル名：　EWI4000sw
・故障や異常の具体的な症状
・ご自宅の住所・電話番号

などをお買い上げの販売店、
または株式会社ニュマークジャパンコーポレーション カスタマ・サポート部まで

■保証について
この製品に添付されている「保証書」に、お買い上げの年月日・販売店などの所定事項が
記入されているのをご確認ください。故障に際して「保証書」の提示がございませんと保
証期間内でも有料修理となりますので、保証書記載内容をご確認の上、この取扱説明書
と一緒に大切に保管してください。

■保証用性能部品について
「保証用性能部品」とは、その製品の性能を維持するために必要な部品をいいます。この
製品における「保証用性能部品」の最低保有期間は、製造打ち切り後６年です。

■お問い合わせ

ご連絡ください。

株式会社ニュマークジャパンコーポレーション
カスタマ・サポート部
〒106-0047 東京都港区南麻布3-19-23 オーク南麻布ビルディング6階

 

TEL: 03-6277-2231 03-6277-0025FAX:

※ 本モデル「EWI4000sw」は、「EWI4000s」をベースに、白を基調にしたカラーリングと新たな音色を加えたニューモデル
です。以降本文中の「EWI4000s」の記載は、本モデル「EWI4000sw」として読み進めてください。
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第１章 はじめに
  このたびは、AKAI professional ELECTRIC WIND INSTRUMENT EWI4000s

をお買い上げいただきまして、誠にありがとうございます。この使用説明書には、

EWI4000ｓの「使用方法」「注意事項」などが説明されています。EWI4000sをご使用

になる前に、この使用説明書をよくお読みいただき、正しい取扱方法をご理解いただい

た上で、末永くご愛用下さいますようお願い申し上げます。また、使用説明書は必要なと

きにすぐ取り出せるよう、わかりやすい所に保管することをおすすめします。

EWI4000sの特徴

・ サキソフォンやクラリネット等の木管楽器とほぼ同様な操作で演奏することができます。

・ マウスピースをくわえる強さや吹く息の強さに応じて反応する特殊センサーにより、

音程、音質、音量の微妙なコントロールが可能。プレイヤーの表現力を余すことなく伝

えます。

・ ピッチ・ベンドやグライド効果を簡単に得られるタッチ・プレートや８オクターブの音

域にわたってシフト可能なオクターブ・ローラーを装備しています。

・ タッチ・センス・キーにより、メカニカルなキーでは実現できないような素早い演奏が

可能です。

・ 音源だけでなくリバーブやディレイなどのエフェクトを内蔵しているので、 外部に音源や

エフェクターを用意しなくても ケーブルをつなぐだけですぐ演奏を始めることができます。

・ 電池（単三×4本）で動作しますので、市販のワイヤレスシステムと組み合わせて使用す

ることで、ケーブル無しで演奏することができます。

・ 音色変更や音量調整、エフェクトレベルの調整まで本体のみで行えます。

・ MIDI OUT端子に外部MIDI音源モジュールを接続することで、MIDIコントローラーと

して使用することができます。

・ 音色エディットソフト「Uniquest EWI4000s」（本製品付属CD-ROMに収録）を使って本

体のプリセット音色を好みの音色にエディットすることができます。

・ ヘッドホン端子を装備しているので、自宅で練習するときでも直接ヘッドホンをつな

ぐだけで始められます。
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各部の名称/機能

マウス・ピース

吹き口です。また、マウスピース

の中にはビブラート・センサー

が入っていて、マウスピースを

噛むことでビブラート効果を得

ることが出来ます。ただし強く

噛みしめないで下さい。

ノート・キー（タッチ・センス）

音程を決めるためのキーです。

下の３つのキーは上部のネジを

緩めて向きを調整することが出

来ます。

ホールド・ボタン

初期設定では機能が割り当てられてい

ませんが、セットアップ・モードでホー

ルド機能を割り当てると、レガートで演

奏したときに最初のノートを維持した

まま別のノートを重ねて演奏すること

が出来ます。また、プログラム・アップ機

能を割り当てると、プログラム・キーに

触れなくてもプログラムを変更するこ

とが出来ます。各種設定を行うときは

（セットアップ・モード時）データ 「+」 ボ

タンとして働きます。

オクターブ・ボタン

初期設定では機能が割り当てられてい

ませんが、セットアップ・モードでオク

ターブ機能を割り当てると、演奏してい

るノートに１オクターブ下の音が重

なって鳴ります。また、プログラム・ダウ

ン機能を割り当てると、プログラム・

キーに触れなくてもプログラムを変更

することが出来ます。各種設定を行うと

きは（セットアップ・モード時）データ「-」

ボタンとして働きます。

■本体上部
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■本体側面／裏側

A. プログラムデータ表示部

プログラム／データ表示、センサー

感度調整、トランスポーズボタン

 4ページ

B. グライド・プレート部

グライド・プレート部分について

 4ページ

C. ベンド・プレート部

ベンド・アップ／ダウンプレート、

ベンド・プレート位置調整ネジ

 5ページ

D. 電源／MIDI端子
／オーディオ出力部

電源部、MIDI IN/OUT端子、LINE

OUT端子、Headphone出力端子

 6ページ

E. ケーブル・クラッチ／電池
ケース部

 6ページ
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A. プログラムデータ表示部

1. センサー感度調整

ふたを開けると各センサーの感度を調整す

るためのツマミが並んでいます。 調整方法

については14ページをお読みください。

2. プログラム／データ表示

状況に応じてプログラムナンバーや設定値を表示します。

3. TRANS （トランスポーズ）ボタン

トランスポーズ機能のオンオフを切り替えます。オンの時は

LED が点灯します。ボタンを押している間、トランスポーズ

の値が表示され、この時HOLD,OCT ボタンで値を変更する

ことができます。

4. SETUP （セットアップ）ボタン

各種設定を行うセットアップ・モードに入るためのボタン。

セットアップ・モードのときLED が点灯します。

B. グライド・プレート部

1. グライド・プレート（タッチ・センス）

グライド・プレートに触れながら演奏すると音程の変化が滑

らかになります。

2. オクターブ・ローラー（タッチ・センス）

演奏するオクターブ（音程）を決めるためのセンサーです。演

奏中は常時触れている必要があります。

3. 左手用アース・プレート（タッチ・センス）

タッチセンサーを正しく動作させるためには右手用、左手用ど

ちらかのアース・プレートに常時触れている必要があります。
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C. ベンド・プレート部

1. スリング・マウント

ここにスリンガーを装着します。

2. プログラム・キー（タッチ・センス）

ベンド・アップ・プレート上部にあるネジがタッチセン

ス付きのキーになっています。プログラム（音色）を変更

する場合に使用します。ノート・キーに触れない状態で

このキーに触れると、現在のプログラムナンバーが表示

されます。この時HOLD,OCT キーでプログラムを変更

できます。

3. ベンド・アップ・プレート（タッチ・センス）

プレートに触れると音程が上がります。ねじを緩めて位

置を調整することができます。

4. ベンド・ダウン・プレート（タッチ・センス）

プレートに触れると音程が下がります。ねじを緩めて位

置を調整することができます。

5. 右手用アース・プレート（タッチ・センス）

タッチセンサーを正しく動作させるためには右手用、左手用どちらかのアース・プレートに常時

触れている必要があります。

6. FX （エフェクト）ボタン

ボタンを押している間、リバーブのマスターレベルの設定値が表示され、この時HOLD,OCT ボ

タンで値を変更することができます。各プログラムのエフェクトレベルを調整する場合はボタ

ンを押しながらSETUP ボタンを押します。

7. LEVEL（レベル）ボタン

ボタンを押すと現在のマスターレベルの設定値が表示され、この時HOLD,OCT ボタンで値を

変更することができます。各プログラムレベルを調整する場合はボタンを押しながらSETUP

ボタンを押します。

8. タッチセンス感度調整

タッチ・キーの感度調整用です。工場出荷時に調整済みですので通常は自分で調整する必要はありません。
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D. 電源・MIDI／オーディオ出力部

1. 電源スイッチ

電池で使用するときは”BTT.”を、別売りのAC アダプ

ター「MP-9」を使用するときは、”DC”を選択してくだ

さい。EWI4000sを使用しないときは”OFF”を選択し

てください。

2. DC IN 端子

別売りのAC アダプター「MP-9」を接続します。電池で

使用する場合は必要ありません。

3. MIDI IN 端子

音色編集ソフトを使ってPC で音色をエディットする

ときにPC のMIDI OUT に接続します。

4. MIDI OUT 端子

音色編集ソフトを使ってPC で音色をエディットする

ときにPC のMIDI IN に接続します。EWI4000s を

MIDI コントローラーとして使用するときは、音源モ

ジュールのMIDI IN 端子と接続します。

5. PHONES 端子（ステレオ・ミニ・ジャック）

 ヘッドホンを接続します。

6. LINE OUT 端子

ミキサーやアンプの入力端子と接続します。

E. ケーブル・クラッチ電池ケース部

7. ケーブル・クラッチ

ここにケーブルを固定することでケーブルを抜けにく

くすることができます。

8. 電池ケース

電池（単三×4 ）を収納します。ふたを固定しているねじ

は硬貨などを使って緩めることができます。
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ご使用の前に
EWI4000sを操作するうえで、次の点にご注意ください。

・ マウス・ピースにはビブラート・センサーが内蔵されていますので、演奏中にマウスピー

スを圧迫する場合、必要以上の力でかみしめないでください。

・ マウス・ピースを必要以上に変形させると故障の原因になります。使用後や持ち運びの

際には、付属のマウス・ピース・キャップをご使用下さい。

・ 常に＜アース・プレート＞と＜オクターブ・シフト・ローラー＞にタッチしながらプレ

イ、および音作りをしてください。EWI4000sの各“タッチセンサー”は、演奏者のボ

ディ・アースによって動作します。

・ マウス・ピースは清潔に保ってください。EWI4000sのマウス・ピースは、演奏者の口

腔内に直接触れますので、演奏中および演奏前後の衛生管理には十分に気を配ってく

ださい。表面を消毒用アルコールで清浄してください。

■電池の入れ方

電池は単三アルカリ電池を使用してください。市販の

単三型充電式電池を使用することもできます。

電池で使用するときは電源スイッチ(POWER)

を「BATT.」の位置にセットしてください。

使用しないときは電池の消耗を防ぐために電

源スイッチを「OFF」にセットしてください。

使用中に電池がなくなってきた場合、プログ

ラム／データ表示部分のドットLEDが点滅します。点滅が始まったら早急に電池を交

換してください。

電池を装着する際は電池の向きに注意してください。長時間使用しない場合は本体から

電池を取り除いて保管してください。種類の違う電池を混合して使用しないでください。

■ACアダプター

別売りのACアダプターMP-9を使用することで、家庭用コンセントから電源を供給

することができます。MP-9をEWI4000sのDC IN端子に接続してください。

MP-9を使用するときは電源スイッチを「DC」の位置にセットしてください。
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接続のしかた

■ラインアウトをミキサーやキーボードアンプにつなぐ

EWI4000sのLINE OUT端子とキーボードアンプのLINE INやラインミキサーの

チャンネル入力を接続します。

■ヘッドホンをヘッドホンアウトにつなぐ

ヘッドフォンのプラグをEWI4000sのPHONES端子(ステレオミニジャック)に接続します。
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■市販のワイヤレスシステムにつなぐ

EWI4000sは音源そのものを本体に内蔵していますので、市販のギター用ワイヤ

レスシステムなどを使って演奏することができます。

■ケーブル・クラッチの取り外し

ギター用のワイヤレスシステムを使用するために本体に発

信器を取り付ける際、ケーブル・クラッチが邪魔になる場合

は、ケーブル・クラッチを取り外すことができます。
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第２章 基本操作

EWI4000sについて
EWI4000sは木管楽器タイプのコントローラーに音源とエフェクトを内蔵して

いて、本体だけでアコースティックな楽器に劣らぬ豊かな表現力と、電子楽器ならで

はの特性（たとえば広い音域やバラエティーに富んだ音色etc.）を兼ね備えています。

従来の製品では演奏するために外部の音源やエフェクターを用意する必要がありま

したが、EWI4000sには音源もエフェクターも内蔵されていますので、EWI4000s

をミキサーに接続するだけですぐに演奏を始めることができます。ただし、細かな

ニュアンスやダイナミックな演奏を正確に表現するためには、EWI4000sの機能を

理解した上で演奏する方が、よりいっそう表現力豊かな演奏が可能となります。また、

人によっては息を吹き込む強さにも差がありますが、センサーの感度を調整すること

で各自にあわせた設定を行うことも重要です。

EWI4000sの電源を入れて演奏できる状態のことを「プレイ・モード」と呼び、通

常はこのプレイ・モードで使用することになります。センサー感度の調整やMIDIに関

する設定など、各種設定をするときは、SETUPボタンを押して「セットアップ・モー

ド」で行います。基本的にはこの二つのモードを使い分けることになりますが、感度調

整や各種設定を一度行ってしまえば、通常はプレイ・モードだけで使用することがで

きるように設計されています。まずは「基本的な奏法」をお読みいただいたうえで、実

際の演奏にトライしてみてください。
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基本的な奏法
最初にEWI4000sの基本的な奏法を理解した上で実際の演奏に入りましょう。

持ち方
EWIはタッチセンス方式のキーを採用しているので、速

いパッセージを演奏をするには大変有利ですが、通常

の管楽器のようなキーアクションが無いため、軽く

指でキーに触れただけでそのキーの音が出ます。

EWIを持つ時は指を自由に動かせるように、必ずス

リンガーを使用してください。

ノート・キーの操作について
基本的にはサキソフォンやクラリネットなど、木管楽器

と同様の運指で演奏することができます。詳しい運指につ

いては48ページ～50ページの運指表 を参考にしてください。

また、EWI4000sではアコースティック楽器では実現できないような様々な替指を使うこ

とができます。運指表を参考に自分流の替指を開発するのも面白いかもしれません。

■オクターブ・ローラー

ローラーとローラーの間に左手親指を置き、二つのロー

ラーに常に触れている状態で使用します。基本となるの

はローラーにギザギザのついているところです。

■アース・プレート

アース・プレートは右手用と左手用で２カ所あります。常

にどちらか一方に触っている必要があります。
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■マウスピース

軽く噛むようにくわえ、口の両端から息を抜く

ように吹いてください。EWI4000sではブレ

ス・センサーに加わる圧力を検知して音の強弱

や音色の変化を表現します。そのため、大量の息

がコントローラーの管の中を抜けないように

なっているのでこのような独特な吹き方をしま

す。また、ロングトーンの場合は口の両端から抜

く息の量を減らしてやることで、少ない息で音

をのばし続けることができます。このように、フレーズによって吹き方を替えたりする

ことで、表現力豊かな演奏ができるようになります。慣れないうちは難しく感じるかも

しれませんが、練習を重ねるうちに自然とコントロールできるようになります。

■ビブラート

マウスピースの中にはビブラート・センサーが入っていて、マウスピースを噛むこと

でビブラート（音を揺らす）効果を得ることができます。ビブラートの効果は軽く噛む

だけで得られますので力を入れて噛む必要はありません。強い力で噛みすぎるとマウ

スピースやセンサーをいためてしまいますので注意してください。

■タンギング

口の両端から息を抜きながら、口で「トゥットゥットゥッ」とか「トゥクトゥク」とい

う感じで吹くことによって、いわゆるタンギングを行うことができます。

＊センサー感度調整のBR[ブレス]の S（センス）の位置にで多少ニュアンスが変わってき
ますので、いろいろ試してください。
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■ベンド

ベンドアップ/ダウン・プレートに右手親指を触れる

（アース・プレートにも同時に触れておく）ことにより

ピッチ・ベンド効果（音程のアップ/ダウン）を得ること

ができます。アース・プレートを触っている右手親指を

上下にスライドさせるように動かします。

＊ベンドに慣れるまでは、ベンドアップ/ダウン・プレー
トに無意識に触れてしまうことがありますので注意
してください。 ベンドセンサーはねじを緩めて、位置
を調整することができます。

■グライド

左手親指をグライド・プレートに触れながら

オクターブ・ローラーで音程を変えると、グラ

イド効果（音程を滑らかに上げ下げすること

で、ポルタメント効果とも呼ばれます）を得る

ことができます。

＊グライドに慣れるまでは、グライド・プレー
トに無意識に触れてしまうことがあります
ので注意してください。

■HOLDボタンとOCTボタン

これらの二つのボタンは、初期設定では機能が割り

当てられていませんが、セットアップ・モードでそ

れぞれホールド機能（30ページ参照）とProgram

Up機能（23ページ参照）、オクターブ機能（29ペー

ジ参照）とProgram Down機能（24ページ参照）を

割り当てることが出来ます。

各種設定を行うときは（セットアップ・モード時）

データ「+」/「-」ボタンとして働きます。
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■各センサーの感度調整および設定

EWI4000sではプレイヤーの息の強弱や微妙なピッチ・ベンドなどの演奏情報を余

すことなく音として表現するために、各センサーの感度調整や設定が必要です。　

＊工場出荷時に各センサーの調整はされていますが、演奏前に再度各センサーの感度調
整および設定を行ってください。各センサーが正しく調整されていないと、演奏に支
障を起こす場合があります。

感度調整のためのツマミはプラグラム/データ表示部分

の上にあるカバーを開けたところにあります。次の図の

要領でカバーを取り外してください。

各ツマミの機能は以下のようになります。

各センサーの感度調整はセットアップ・モードで行います。

１．SETUPボタンを押してください。

２．SETUP LEDが点灯してセットアップ・モードになります。

セットアップモードではプログラム・データ表示部が各センサーの状態を表すイン

ジケーターとなります。

グライドセンサー調整
ツマミ（A）

ピッチベンドセンサー調整
ツマミ（A）

ビブラート・ディプス調整
ツマミ（A）

ブレスセンサー調整
ツマミ（A）

グライドTime設定
ツマミ（T）

ピッチベンド･ワイズ設定
ツマミ（W）

ブレス・センス

ツマミ（S）
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■ブレス・センサーの調整

ブレス・センサーは息の強さで音量や音色をコントロールして表現豊かな演奏を行う

ための最も重要なセンサーです。

２．インジケーターが点灯している状態から徐々にAツマミを左に回して、イン
ジケーターが消える位置に設定してください。 （この時同時に音も出なくな
ります。）

３．EWI4000sを正しい姿勢で持ち、マウスピースに息を吹き込んでみましょう。

息を吹き込んだときに音が出て、息を止めたときに音も止まれば正常です。

４．続いて息の強弱を変えながら吹いてみて、音に強弱の違いがあるかを確認し
てください。

もし、思っているより強弱の変化が少ないようならSツマミを左に回して、強弱の違

いが出るポイントを見つけてください。強弱の違いがつくが強く吹かないと音が出

ないようときはSツマミを右に回して、楽に吹けるポイントを見つけてください。S

ツマミを右に回すと少ない息でも大きな音が出るようになりますが、強弱の変化は

つきにくくなります。またSツマミを左に回すと強弱の変化はつきやすくなります

が、息をたくさん入れないと大きな音が出なくなります。息の量は人によって違うの

で、Sツマミを調整して自分にあったポジションを見つけてください。また、EWI流

の吹き方（口の両端から息を抜きながら吹く）をマスターして息の量の調節がうまく

できるようになった時は、再度調整してみるのもいいかもしれません。

＊ Sツマミを調整した時は再度Aツマミを調整してください。

１. BR（ブレス）のS（センス）ツマミを真ん中にセット
して、A（アジャスト）ツマミを右に回すと、Breathイン
ジケーターが点灯して、左に回すと消灯するはずです。

※ Breathインジケーターが点灯しているとき、
EWI4000sから音が出ます。ブレスの感度調整を行
う際は、接続している機器の音量設定にも注意し
てください。
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■ベンド・センサーの調整

音程のアップ／ダウンによって演奏に表情をつけることができるベンド・センサーを

調整します。

右手の親指をずらすような感じでベンド・アップ・

プレートに触ると音程が上がり、ベンド・ダウン・プ

レートを触ると音程が下がれば正常です。ベンド・

プレートを触る量や触り方で音程の変わり方が変

わりますのでいろいろ試して演奏しやすい方法を

見つけてください。音程が大きく変わりすぎるとき

はWツマミを左に回してください。

＊Wツマミを調整した時は、再度Aツマミを調整してください。

1. PB（ピッチ・ベンド） のW（ワイズ）ツ
マミを右一杯に回してください。

２． ベンド・アップ／ダウン・プレートを触
らない状態でアース・プレートだけを触
るようにしたとき、Bend upインジケー
ターとBend downインジ
ケーターの両方が消灯す
るように、PB（ピッチ・ベ
ンド）のA（アジャスト）ツ
マミを調整してください。

3. 両方のインジケーターが
消えるポイントを見つけ
たら、 EWI4000sを正しい姿勢で持
ち演奏してみましょう。
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■ビブラート・センサーの調整

ビブラートセンサーはマウスピースの中に入っていてマウスピースを噛む力を検出

して音にビブラート効果を与えます。

１． VB（ビブラート）のA（アジャスト）ツマミを真ん中ぐら
いに設定して、EWI4000sを演奏して音を延ばしている最
中にマウスピースを軽く噛んでみてください。

噛んだときに音に変化がある

はずです。もし音の変化が少

ないときはAツマミを右に回して、もう一度

試してみてください。マウスピースを連続

的に噛む（噛み続けるのではなく何度も噛

む）ことでビブラートがかかります。

■グライド・センサーの調整

グライド・センサーはオクターブ・ローラーの右側にあるセンサーで、触れることで音

程の変化を滑らかにする効果があります。　

１． GL（グライド）のT（タイム）ツマミ
を真ん中ぐらいにセットして、 A（ア
ジャスト）ツマミを右に回すと、Glide
インジケーターが点灯して、左に回す
と消灯するはずです。

２． インジケーターが点灯している状態から徐々にAツマミを
左に回して、インジケーターが消える位置に設定してください。

３． 左手親指でオクターブ・ローラーとグライド・センサー
の両方を触りながら演奏してみてください。

ノート・キーで音程を変えると音が滑らかに変わるはずです。効果を確かめるために、

オクターブ・ローラーを使って、音程を1オクターブ一気に変えてみてください。音程

が瞬時に変わらずにゆっくり時間をかけて音程が変わります。音程の変わる時間を

もっと長くしたい場合はT（タイム）ツマミを右に回してください。効果が大きすぎて、

音程が変わるのに時間がかかりすぎるときはTツマミを左に回してください。

音程を変化させる方法はタイムとレートの２種類があります。詳しくは、31ページ

「グライド機能（応用）」を参照下さい。

＊ Tツマミを調整した時は、再度Aツマミを調整してください。
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■タッチセンス感度調整

EWI4000sはメカニカルなスイッチではなくタッチ・キーを採用しています。通常、

タッチ・キーの感度は工場出荷時に調整されていますので、自分で設定する必要はあ

りません。ただ、温度や湿度といった環境の変化や、部屋の床の状態（静電気）などの理

由により、キーが正しく反応しない場合があります。このようなときはタッチセンス

感度調整を行ってください。

1. プレイ・モードで左手でノートキー（K1, K2, K3）とアース・プレートとオ
クターブ・ローラーを押さえてください。

※この時プログラム・キーには触れないでください。

２． この状態ですでに、プログラム／データ表示部分に何か数字が表示されている
場合は、タッチセンス感度調整を右に回して、表示が消えるポイントを見つけ
てください。そして、そこから更に少し右に回したところに設定してください。

プログラム／データ表示部分に何も表示されて

いない場合は、いったんタッチセンス感度調整を

左に回して数字を表示させてから、右に回して表

示が消えるポイントを見つけて、そこから更に少

し右に回したところに設定してください。

3. 最後に左右の手でキーをなるべく多く
押さえて、プログラム／データ表示部に何も
表示されないことを確認ください。
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※感度調整を面倒な作業のように思われるかもしれませんが、自分に合わせて感度を調
整してやることで、演奏の表現力が増して、より細かなニュアンスのある演奏が行え
るようになります。また、一度最初に調整してしまえば毎回調整する必要はありませ
ん。ただし、各センサーは大変デリケートにできているので、温度などの環境の変化で

感度が変わってしまう場合があります、そのよう
な場合は再度感度を調整してください。また、EWI
を始めてすぐの頃は、ブレスの感度を軽くして（S
ツマミを右に）吹く方が吹きやすかったりします
が、上達してブレスの強弱を上手にコントロール
できるようになると、ブレスの感度を重く（Sツマ
ミを左に）した方が、より表現力のある演奏ができ
るようになります。

以上で調整は終わりです。

後は実際に演奏していろいろな機能を試してみてください。EWIはアコースティック

楽器と同様に、練習することで上達していく楽器です。新しい楽器を始めるときはそ

の演奏方法に最初は戸惑うかもしれませんが、練習を重ねることでEWIが無限の可能

性を秘めた楽器であることに気づいていただけると思います。EWIのプレイに決まり

はありません。EWIをプレイしてあなたなりのEWIスタイルを発見してください。
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第３章 EWIを使いこなす
音色（プログラム）の選択

■音色（プログラム）の選択

EWI4000sには100音色がプリセット音として搭載されています。それぞれの音色

は「プログラム」と呼ばれ、プログラムナンバーを選択することで音色を切り替えて使

うことができます。

1. ノート・キーを触っていない状態でプログラム・キーに触れてください。

2. HOLD, OCTボタンでプログラムナンバーを選択してください。

プログラムナンバーが表示されている状態で（プログ

ラム・キーを触っているとき）HOLDボタン、OCTボ

タンを押すとプログラムナンバーを変更することが

できます。この時HOLDボタンは+（数値を一つ増や

す）ボタン、OCTボタンは-（数値を一つ減らす）ボタン

として働きます。

プログラム・キーに触れている

間、プログラム／データ表示部

分に現在選択されているプロ

グラムナンバーが表示されま

す。プログラム・キーを離すと

表示は元に戻ります。

3. プログラム・キーを離すと音色が切り替わります

※ノート・キーに触れるとプログラム／データ表示部分には、現在選択されているプ
ログラムナンバーではなく、そのノートの割り当てられているプログラムナンバー
が表示されます。
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■ノートにプログラムナンバーを割り当てる

HOLDボタンとOCTボタンで一つずつプログラムナンバーを選択する方法のほか

に、ノートにプログラムナンバーを割り当てて、直接そのプログラムナンバーに切り

替える方法があります。この方法を使えばライブの途中でもプログラムを瞬時に切り

替えることができます。ノートは運指やオクターブに関係無く、同じノートであれば

同じプログラムナンバーに切り替わります。

1.「音色（プログラム）の選択(20ページ)」の要領でノートに割り当てるプログ
ラムナンバーを選択して下さい。

2. プログラム・キーに触っている状態でSETUPボタ
ンを押して下さい。

プログラム・データ表示部分に選

択したプログラムナンバーが表示

されます。

3. ノート・キーで割り当てたいノートを押さえてください

4. マウスピースに息を吹き込んでください。

選択していたプログラムが押さえていたノートに割り当てられます。
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■ノートに割り当てたプログラムナンバーを呼び出す

「ノートにプログラムナンバーを割り当てる （21ページ）」で割り当てたプログラム

ナンバーを呼び出す方法を説明します。

1. プログラム・キーに触れた状態でノートキーを押さえます。

呼び出したいプログラムナンバーが割り当てられているノートを押さえてください

プログラム／データ表示部分に割り当てられているプログラムナンバーが表示され

ます。運指やオクターブは関係ありません。

2. マウスピースに息を吹き込んでください。

プログラムナンバーが切り替わります。プログラム・キーを触っているときはマウス

ピースに息を吹き込んでも音は出ません。
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音色（プログラム）の選択 - 応用 -
PROGRAMキーを使わないプログラム選択

EWI4000sでは通常PROGRAMキーに触れることでプログラムの選択を行います

が、プログラムの変更が曲の途中に頻繁にあるような場合は、PROGRAMキーを使わ

ずにHOLDボタンとOCTボタンだけで直接プログラムの選択が出来れば便利です。

ここではHOLDボタンとOCTボタンの機能を変更してPROGRAMキーを使わなくて

もプログラムの選択を行えるようにする設定について説明します。

■HOLD ボタンをプログラム・アップ・ボタンとして使用する

※この設定を行なうとホールド機能は使用できなくなります。

1. SETUP ボタンを押してください

ボタンを押している間、プログラム／データ表示

部分にAd と表示されます。

2. SETUP ボタンを押しながらHOLD ボタン
を押して Ho を選択してください

UP を選択するとHOLD ボタンはプログラム・アップ・ボタンとして働きます。

5. SETUP ボタンを押してください

プレイ・モードに戻ります。

SETUP ボタンを押しながらHOLD,OCT ボタ

ンを押すことで、セットアップ・モードで設定す

る項目を選択することができます。

3. Ho を選択したら、SETUP ボタンを離してください。

4. HOLD,OCT ボタンで UP を選択してください
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■OCT ボタンをプログラム・ダウン・ボタンとして使用する

※この設定を行なうとオクターブ機能は使用できなくなります。

1. SETUP ボタンを押してください

ボタンを押している間、プログラム／データ表示部分

にAd と表示されます。

2. SETUP ボタンを押しながら
HOLD ボタンを押して Oc を
選択してください

SETUP ボタンを押しながらHOLD,OCT ボタ

ンを押すことで、セットアップ・モードで設定す

る項目を選択することができます。

3. Oc を選択したら、SETUP ボタンを離してください。

4. HOLD,OCT ボタンで dn を選択してください

dn を選択するとOCT ボタンはプログラム・ダウン・ボタ

ンとして働きます。

5. SETUP ボタンを押してください

プレイ・モードに戻ります。

以上の設定で、PROGRAM キーを使わなくてもHOLD ボタンとOCT ボタンだけ

でプログラムの選択を行なうことができます。

HOLD/OCT ボタンを押すと、選択されたプログラム・ナンバーをディスプレイに表

示します。HOLD/OCT ボタンのどちらか一方だけをプログラム選択の機能に割り

当てて使用することもできます。この時、もう一方のキーを併用することでプログラ

ムのアップ/ダウンが可能です。HOLD ボタンをプログラム・アップ・ボタンとして使

用して、OCT ボタンはオクターブ機能として使用している時でも、HOLD ボタンを

押している間OCT ボタンはプログラム・ダウン・ボタンとして機能します。例えば、

プログラム10 が選ばれている時、HOLD ボタンを押すとプログラム11がいったん

選択されますが、HOLD ボタンを押したままの状態でOCT ボタンを一度押すと、プ

ログラム10 が選択され、もう一度押すとプログラム9 が選択されます。
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音量やエフェクトに関する調整

■EWI4000s全体の音量を調整する

1. LEVELボタンを押してください。

ボタンを押している間、プログラム／データ表示部分に現在の設定値が表示されます。

2. LEVELボタンを押したままHOLD ,
OCTボタンでレベルを調整（01-30）し
てください。

この時HOLDボタンは+（数値を一つ増やす）

ボタン、OCTボタンは-（数値を一つ減らす）ボ

タンとして働きます。

■プログラムごとの音量を調整する

使うプログラム毎に音量を変えたいときに設定

します。選択しているプログラムの音量だけを

変更するので全体のレベルには影響しません。 この設定はプログラム毎にメモリー

されます。

1. 音量を調整したいプログラムを選択して下さい。

2. LEVELボタンを押しながらSETUPボタンを押
してください。

プログラム／データ表示部分に現在の設定値が表示さ

れます。

3. HOLD, OCTボタンでレベルを調整してください。

この時HOLDボタンは+（数値を一つ増やす）ボタ

ン、OCTボタンは-（数値を一つ減らす）ボタンと

して働きます。

4. SETUPボタンを押してください。

通常のプレイモードに戻ります。
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■リバーブ音量の調整

EWI4000s全体のリバーブエフェクト音量のみを調整します。リバーブエフェクト

とは、電子的に付加した残響音のことです。

1. FXボタンを押してください。

ボタンを押している間、プログラム／データ表示

部分に現在の設定値が表示されます。

2. FXボタンを押したままHOLD, OCTボタ
ンでレベルを調整してください。

この時HOLDボタンは+（数値を一つ増やす）ボ

タン、OCTボタンは-（数値を一つ減らす）ボタン

として働きます。

■プログラムごとのリバーブ音量を調整する

プログラムごとにリバーブ音量を変えたいときに設定し

ます。選択しているプログラムのリバーブ音量だけを変

更するので全体のリバーブレベルには影響しません。こ

の設定はプログラムごとにメモリーされます。

1. リバーブ音量を調整したいプログラムを選択して下さい。

2. FXボタンを押しながらSETUPボタンを押してください。

ボタンを押している間、プログラム／データ表示部分に rb と表

示され、ボタンを離すと現在の設定値が表示されます。

3. HOLD, OCTボタンでレベルを調整してくださいこの時HOLDボタンは+
（数値を一つ増やす）ボタン、OCTボタンは-（数値を一つ減らす）ボタンとし
て働きます。

4. SETUPボタンを押してください。

通常のプレイモードに戻ります。
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■プログラムごとのディレイ音量を調整する

プログラムごとにディレイ音量を変えたいときに設定します。

ディレイとは、やまびこのように音を繰り返しながら減衰して行くエフェクトです。

選択しているプログラムのディレイ音量だけを変更するのでリバーブレベルには影

響しません。この設定はプログラム毎にメモリーされます。

※ディレイの調整はプログラムごとの設定のみになります。

1. ディレイ音量を調整したいプログラムを
選択して下さい。

2. FXボタンを押しながらSETUPボタンを
押してください。

ボタンを押している間、プログラム／データ

表示部分に rbと表示されます。

3. SETUPボタンは押したままの状態でFXボタンから手を離してHOLDボタ
ンを押して、rbの替わりにdLを選択してください。

dLを選択してボタンを離すと現在の設定値が表示されます。

4. HOLD, OCTボタンでレベルを調整してください。この時HOLDボタンは+
（数値を一つ増やす）ボタン、OCTボタンは-（数値を一つ減らす）ボタンとし
て働きます。

5. SETUPボタンを押してください。

通常のプレイモードに戻ります。
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■プログラムごとにコーラス・エフェクトのオンオフを設定する

プログラムごとにコーラス・エフェクトのオンオフを設定します。コーラス・エフェク

トは、原音に変調のかかった音をミックスして音に厚みを加えるエフェクトです。こ

の設定はプログラムごとにメモリーされます。

※  コーラスの調整はプログラムごとの設定のみになります。

1. FX ボタンを押しながらSETUP ボタンを押してください

ボタンを押している間、プログラム／データ

表示部分にrb と表示されます。

2. SETUP ボタンを押したままの状態で
FX ボタンから手を離し、HOLD ボタン
を2 回押して、rbの替わりにCH を選択
してください。

CH を選択してボタンを離すと現在の設定が表示されます。

3. HOLD,OCT ボタンでオンかオフを選択してください。

オン（on ）を選択するとエフェクトがかかり、オフ（OF ）を選択するとエフェクトが

かかりません。

4. SETUP ボタンを押してください。

通常のプレイモードに戻ります。
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オクターブ機能 （OCTボタン）

オクターブ機能をOCTボタンに割り当てることで、演

奏している音程に1オクターブ下の音程を追加するこ

とができます。曲の途中のサビの部分など音に厚みを

付けたいときに効果的です。ここではOCTボタンにオ

クターブ機能を割り当てる方法について説明します。

■オクターブ機能をOCTボタンに割り当てる

1. SETUPボタンを押してください。

ボタンを押している間、プログラム／データ表示部分

に Ad と表示されます。

2. SETUPボタンを押しながらHOLDボタンを押して Oc を選択してください。

SETUPボタンを押しながらHOLD, OCTボタンを押すことで、セットアップ・モー

ドで設定する項目を選択することができます。

3. Ocを選択したら、SETUPボタンを離してください。

プログラム／データ表示部分に「OF」と表示されます。

これはオクターブ機能がオフに設定されていることを表しています。

4. HOLD, OCTボタンで 「on」を選択してください。

onを選択するとオクターブ機能が使用できるようになり

ます。

5. SETUPボタンを押してください。

プレイ・モードに戻ります。

OCTボタンにオクターブ機能が割り当てられている時、OCTボタンを押すとLEDが

点灯してオクターブ機能がオンになり、実際に演奏している音程に1オクターブ下の

音が追加されます。もう一度ボタンを押すとLEDが消灯してオフになります。
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ホールド機能 （HOLDボタン）

ホールド機能をHOLDボタンをに割り当てることで、2声の和音演奏が可能になります。

例えば、息を切らずにドーミーソと演奏した場合、

ホールド機能がオフのときは、「ドーミーソ」と一つ

ずつのノートがそのまま演奏されますが、ホールド

機能をオンにしているときは、「ドー（ドとミの和

音）ー（ドとソの和音）」というように、最初の音を維

持しながら次のノートが重なってなります。

ここではHOLDボタンにホールド機能を割り当てる

方法について説明します。

■ホールド機能をHOLDボタンに割り当てる

1. SETUPボタンを押してくださいボタンを押し
ている間、プログラム／データ表示部分に Ad と
表示されます。

2. SETUPボタンを押しながらHOLDボタンを押して Ho を選択してください。

SETUPボタンを押しながらHOLD, OCTボタンを押すことで、セッ

トアップ・モードで設定する項目を選択することができます。

3. Ho を選択したら、SETUPボタンを離してください。

プログラム／データ表示部分に「OF」と表示されます。

これはホールド機能がオフに設定されていることを表しています。

4. HOLD, OCTボタンで So を選択してください。

Soを選択するとホールド機能が使用出来るようになります。

SoとOFの他にSuも選択可能ですが、 So, Suのいずれを選んだ場合も

ホールド機能はオンになります。 So, SuはEWI4000sをMIDIコント

ローラーとして使用する場合に必要な設定です。（44ページ参照）

5.SETUPボタンを押してください。

プレイ・モードに戻ります。

※ HOLD機能をHOLDボタンに割り当てるとEWI4000sの音量が少し小さくなります。これ
は２つの音が同時に鳴ることによる音の歪みを防ぐためで故障ではありません。
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グライド機能- 応用 -

グライド機能を使用する際の音程変化の仕方を選択することができます。変化の仕方は

以下の2 種類から選択できます。

Rate （レート） 最初の音程と次の音程が近いか離れているかに関わらず、同じ早

さで音程が変わります。したがって音程が近い場合はすぐに音程

が変わりますが、音程が離れている場合は、最初の音程から次の

音程に変わるまで時間がかかります。

Time （タイム） 最初の音程と次の音程が近い場合も離れている場合も同じ時間

で音程が変化します。したがって、音程が離れている場合は素早

く、音程は近い場合はゆっくり音程が変わります。

- 設定方法 -

1. SETUP ボタンを押してください。

ボタンを押している間、プログラム／データ表示

部分にAd と表示されます。

2. SETUP ボタンを押しながらHOLD ボタンを押して GL を選択してください

SETUP ボタンを押しながらHOLD,OCT ボタンを押すことで、セットアップ・モー

ドで設定する項目を選択することができます。

3. GL を選択したら、SETUP ボタンを離してください。

4. HOLD,OCT ボタンで r (Rate)またはt (Time)を選択してください。

5. SETUP ボタンを押してください

プレイ・モードに戻ります。

(Time)(Rate)
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キーディレイ

EWI4000sを演奏していてノート・キーで音程を変えるときに、意図しない余分な音

が鳴ってしまうことがある時に調整します。EWI4000sではタッチ・キーによる素早

いプレイを実現するために、キーの反応速度を早めに設定してあります。しかし、運指の

しかたによってはノートを切り替える際に一瞬意図しない音が鳴ってしまう場合があ

ります。このようなときはキーディレイの設定でキーの反応速度を調整（0～15）する

ことによりスムーズな演奏が行えます。

1. SETUPボタンを押してください。

ボタンを押している間、プログラム／データ表示部

分に Ad と表示されます。

2. SETUPボタンを押しながら
HOLDボタンを押して dL を
選択してください。

SETUPボタンを押しながらHOLD, OCTボタン

を押すことで、セットアップ・モードで設定する

項目を選択することができます。

3. dLを選択したら、SETUPボタンを離してください。

プログラム／データ表示部分に現在設定されている値が表示されます。

4. HOLD, OCTボタンで設定してください。

この時HOLDボタンはプラス（数値を一つ増やす）ボタン、OCTボタンはマイナス（数値

を一つ減らす）ボタンとして働きます。値を大きくするほどキーの反応が遅くなります。

※キー・ディレイの値を大きくしすぎると余分な音は発音しなくなりますが、反応が遅く
なるため早いフレーズに対応できなくなります。 EWIの演奏に慣れてきたら、出来るだ
け値を小さくするといいかもしれません。

5. SETUPボタンを押してください。

プレイ・モードに戻ります。SETUP、HOLD, OCT以外のボタンをした場合は、変更

したキーディレイの値は反映されず、元の設定に戻ります。
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移調（トランスポーズ）の設定
曲にあわせてEWI4000sの音程を移調することができます。トランスポーズ機能を使

うと設定した通常の運指でCのノートを押さえたときに、設定したノートが鳴るように

トランスポーズされます。

TRANS.ボタンを押すとLEDが点灯してトランスポーズ機能がオンになり、もう一

度押すとオフになります。

TRANS.ボタンを押している間、プログラム／データ表示

部分にはトランスポーズの設定値が表示されます。この時、

HOLD, OCTボタンで設定値を変更することができます。

※  移調できる範囲は「C」を基調として、「E」～「C」～「Eb」です。

設定値はそれぞれ音名を表しています。
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チューニング （チューン） の設定

EWI4000s全体のチューン（音程）を設定（416Hz～465Ｈz）します。ほかの楽器と音

程を合わせる際に設定します。

1. SETUPボタンを押してくださいボタンを押
している間、プログラム／データ表示部分に
Ad と表示されます。

2. SETUPボタンを押しながら
HOLDボタンを押して tu を
選択してください。

SETUPボタンを押しながらHOLD, OCTボタン

を押すことで、セットアップ・モードで設定する

項目を選択することができます。

3. tu を選択したら、SETUPボタンを離してください。

プログラム／データ表示部分に「40」と表示されます。これは基音と

なる「A」の音程が440Hzに設定されていることを表しています。

4. HOLD, OCTボタンでチューンを設定してください。

この時HOLDボタンは+（数値を一つ増やす）ボタン、OCTボタンは-（数値を一つ減

らす）ボタンとして働きます。416Hz～465Hzの間で設定できます。

5. SETUPボタンを押してください。

プレイ・モードに戻ります。

SETUP、HOLD, OCT以外のボタンをした場合は、変更したチューンは反映されず、

元の設定に戻ります。
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PCから音色をエディットする

EWI4000sの音色は本体でエディットすることはできませんが、専用のエディターソ

フト「Uniquest EWI4000（本製品付属のCD-ROMに収録）」を使用することで、PC

側からEWI4000sの音色やエフェクトのパラメーターを変更することができます。変

更した内容はEWI4000sに保持されます。PCとのデータのやり取りにはMIDIを使い

ます。

エディターソフトは弊社ホームページからも今後ダウンロード可能予定です。PCとの

接続方法などについては弊社ホームページのサポートページなどもあわせてご覧くだ

さい。

http://www.akai-pro.jp/
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第４章 MIDIコントローラーとして使う
EWI4000sは音源とエフェクターを内蔵しているので、本体だけですぐに演奏を始め

ることができますが、外部にMIDI音源を用意することで、MIDIコントローラーとして使

用することもできます。

※ EWI4000sは、ノートナンバーやベロシティ情報だけでなく、ポルタメントやサスティーン
ような、コントロールチェンジの情報も出力します。

■MIDIとは

MIDIとは、メーカー間の壁を越えて、色々な電子楽器間で演奏情報をやり取りするた

めに決められた規格です。

接続にはMIDIケーブルと呼ばれる専用のケーブルが使用されます。

EWI4000sのMIDI OUT端子とMIDI音源のMIDI IN端子をMIDIケーブルで接続す

ることで、EWI4000sの演奏情報（MIDI信号）がMIDI音源に送られ、MIDI音源から音

が出るようになります。ただし、MIDIで送られるのはあくまでも演奏情報（MIDI信号）

であって、実際のEWI4000sの音そのものが送られているわけではありません。

またMIDIの規格には「MIDIチャンネル」というものがあります。このMIDIチャンネル

はMIDIを扱う上で大変重要な概念です。

EWI4000sでMIDI音源を鳴らす場合も、EWI4000sのMIDIチャンネルと、MIDI音

源のMIDIチャンネルを必ず同じチャンネルに設定しておかなければなりません。

たとえば、EWI4000sの送信チャンネルが「1」だとすると、音源の受信チャンネルも

「1」でなければなりません。MIDIに関する詳しい情報はMID規格書や専門書などで学

習してください。
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■MIDIコントローラーとして使用する際に必要なもの

市販のMIDIケーブル、MIDI音源モジュール、またはMIDIシーケンサーなど。

■接続

EWI4000sのMIDI OUT端子と外部MIDI音源モジュールのMIDI IN端子を市販の

MIDIケーブルで接続してください。

■MIDI音源モジュール側の設定

外部からのMIDI信号で音が鳴るように設定してください。受信MIDIチャンネルを

「1」に設定してください。演奏したい音色を選んでください。

※外部音源モジュールの操作法についてはその音源の取扱説明書を参照してください。
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■EWI4000s側の設定

EWI4000sは初期状態でMIDI情報を出力するように設定されていますので、MIDIケー

ブルを接続してEWI4000sを演奏すれば、MIDI音源モジュールから音が出るはずです。

・ 息の強弱の情報はMIDIコントロールチェンジの07-Volume情報として出力され

ます。音源側がこれに対応していれば、息の強弱で音量をコントロールすること

ができます。音源側の設定によっては音量だけでなく音色などをコントロールす

ることができます。例えばコントロールチェンジ-07でフィルターのカットオフ

周波数が変わるように設定すれば、息の強弱で音色がコントロールできるように

なります。音源側の設定方法はその音源の取扱説明書を参照してください。

・ ベンド・プレートの情報はMIDIピッチベンド情報として出力されます。音源側が

これに対応していれば、EWI4000sでピッチベンドをコントロールできます。ビ

ブラートの情報もピッチベンド情報とともに送られますので、音源側が対応して

いればビブラートをかけることができます。

・ グライドの情報はMIDIコントロールチェンジの65-Portamento(on/off)と05-

Portamento timeを使って送信されます。 音源側がこれに対応していれば、

EWI4000s側からグライド（ポルタメント）をコントロールすることができます。

■プログラムチェンジ

MIDIプログラムチェンジ情報を使って音源側の音色をEWI4000sから変更するこ

とができます。操作方法については20ページ「音色の選択」で内部音源の音色を変更

する場合と同様です。EWI4000sでプログラムを変更すると該当するMIDIプログラ

ムチェンジ情報が出力されます。
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MIDIコントローラーとして使う (応用編)

■MIDIチャンネルの変更

EWI4000sから送信するMIDIチャンネルを設定します。

1. SETUPボタンを押してください。

ボタンを押している間、プログラム／データ表示部分

にAdと表示されます。

2. SETUPボタンを押しながら
HOLDボタンを押してCHを選
択してください。

SETUPボタンを押しながらHOLD, OCTボタン

を押すことで、セットアップ・モードで設定する

項目を選択することができます。

3. CHを選択したら、SETUPボタンを離してください。

プログラム／データ表示部分に現在のMIDIチャンネルの設定値が表示されます。

4. HOLD, OCTボタンで設定してください。

この時HOLDボタンは+（数値を一つ増やす）ボタン、OCTボタンは-（数値を一つ減

らす）ボタンとして働きます。

5. SETUPボタンを押してください。

プレイ・モードに戻ります。SETUP、HOLD, OCT以外のボタンをした場合は、変更

したMIDIチャンネルの値は反映されず、元の設定に戻ります。
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■ブレス・センサー出力の変更

ブレス・センサーの情報を出力するMIDIコントロールチェンジ情報を設定します。複

数のイベントを同時に出力することも可能です。

1. SETUPボタンを押してください。

ボタンを押している間、プログラム／データ表示部分

に Ad と表示されます。

2. SETUPボタンを押しながらHOLDボタンを
押して bS を選択してください。

S E T U P ボタンを押しながら

HOLD, OCTボタンを押すことで、

セットアップ・モードで設定する項目を選択す

ることができます。

3. bS を選択したら、SETUPボタンを離してください。

プログラム／データ表示部分に vo と表示されます。設定できるMIDIイベントは以

下のようになります。

  vo Volume (07)   EP Expression (11)

  AF Aftertouch   br Breath control (02)

  vE Velocity data

4. HOLD, OCTボタンでMIDIイベントを選択してTRANS.ボタンを押してください。

TRANS.ボタンを押すことでそのイベントを出力するかどうかを選択することができま

す。出力するイベントにはドットのLEDが点灯します。
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（イベントデータを出力する）

（イベントデータを出力しない）

複数のイベントを同時に出力することもできます。vEを選択するとブレスの強弱に

応じてMIDIベロシティ値が送信されます。

5. 設定が終了したらSETUPボタンを押してください。

プレイ・モードに戻ります。SETUP, TRANS., HOLD, OCT以外のボタンをした

場合は、変更した設定は反映されず、元の設定に戻ります。
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■ベロシティ値の設定

ブレス・センサーの出力設定でvE（ベロシティ）を選択している場合、

息の強弱に応じたベロシティ値が出力されますが、vEを選択していな

い場合は固定のベロシティ値が送信されます。固定で出力されるベロ

シティ値を変更することができます。

1. SETUPボタンを押してください。

ボタンを押している間、プログラム／データ表示部分

に Ad と表示されます。

2. SETUPボタンを押しながらHOLDボタン
を押して vE を選択してください。

SETUPボタンを押しながらHOLD, OCTボタ

ンを押すことで、セットアップ・モードで設定

する項目を選択することができます。

3. vE を選択したら、SETUPボタンを離し
てください。

プログラム／データ表示部分に 現在の設定値が表示されます。設定範

囲は1～127で、ディスプレイには設定値の下２桁を表示していま

す。ディスプレイ内のドットは「100」を表しており、例えば、「20」にドットが点灯

している場合、設定値は「120」となります。

4. HOLD, OCTボタンで値を設定してください。

5. 設定が終了したらSETUPボタンを押してくださいプレイ・モードに戻ります。

「20」ドットが点灯していない状態 「120」ドットが点灯している状態
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■ビブラート・センサー出力の変更

ビブラート・センサーの情報は通常ピッチベンド情報とミックスされるので、ビブ

ラート・センサーを噛むことで音程に変化を付けてビブラート効果を得ます。ビブ

ラート・センサーの出力をブレス・センサーにミックスしてやることで、音色や音量に

ビブラート効果をかけることができます。

1. SETUPボタンを押してください。

ボタンを押している間、プログラム／データ表示部分

に Ad と表示されます。

2. SETUPボタンを押しながらHOLDボタ
ンを押して uS を選択してください。

SETUPボタンを押しながら

HOLD, OCTボタンを押すこと

で、セットアップ・モードで設定する項目を選

択することができます。

3. uS を選択したら、SETUPボタンを離し
てください。

プログラム／データ表示部分に Pb と表示されます。

ピッチベンド情報にミックスします。

ブレスセンサー情報にミックスします。

4. HOLD, OCTボタンで選択してTRANS.ボタンを押してください。

TRANS.ボタンを押すことでそのイベントを出力するか

どうかを選択することができます。出力するイベントに

はドットのLEDが点灯します。

5. 設定が終了したらSETUPボタンを押してください。

プレイ・モードに戻ります。SETUP, TRANS., HOLD, OCT以外のボタンをした

場合は、変更した設定は反映されず、元の設定に戻ります。
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■OCTボタンの機能（MIDI接続時）

MIDIコントローラーとして使用しているときもオクター

ブ機能が使用可能です。オクターブ機能がオンのとき、演

奏しているノートの1オクターブ下のノート情報が同時に

出力されます。オクターブ機能は初期設定ではOCTボタン

に割り当てられていません。オクターブ機能を使用するに

は最初にOCTボタンにオクターブ機能を割り当てる必要があります。オクターブ機

能の割り当て方は内部音源を使って演奏する場合と同様です。割り当て方法について

は29ページ「オクターブ機能をOCTボタンに割り当てる」をご覧下さい。

■HOLDボタンの機能（MIDI接続時）

MIDIコントローラーとして使用しているときもホールド機能が使用可能ですが、内

蔵音源を使用しているときと若干仕様が異なります。MIDI使用時のホールド機能に

は以下の2種類があり、セットアップ・モードで選択することができます。

MIDIコントロールチェンジ - 66のソステヌート情報を使用します。レガー

トで演奏した場合に最初のノート情報の後にソステヌート情報を出力す

るので、最初のノートだけがホールドされて以降のノートはホールドされ

ません。息を止めるとソステヌートもオフになります。

MIDIコントロールチェンジ - 64のサスティーン情報を使用します。レガー

トで演奏した場合にすべてのノートがサスティーンされます。息を止めると

オフになります。

■ホールド機能の設定

ホールド機能を使用するとき、MIDIコントロールチェンジ-

66のソステヌート情報を使用するか、MIDIコントロール

チェンジ-64のホールド情報を使用するかを選択します。

1. SETUPボタンを押してください。

ボタンを押している間、プログラム／データ表示部分に Ad と表示されます。

2. SETUPボタンを押しながらHOLDボタンを押して Ho を選択してください。

3. Ho を選択したら、SETUPボタンを離してください。

プログラム／データ表示部分に現在の設定が表示されます。
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4. HOLD, OCTボタンで So または Su を選
択してください。

OFを選択するとホールド機能は使用できなくなります。

5. SETUPボタンを押してくださいプレイ・モードに戻ります。

■MIDI ポルタメントON/OFF 情報の出力

通常、グライドセンサーに触れるとMIDI コントロールチェンジ情報の65番、ポルタ

メント・オン・メッセージが出力され、センサーに触れている量に応じてポルタメン

ト・タイム情報が出力されます。しかし、接続する音源よってはポルタメント・オン情

報を受信することで音源の状態が変わって、その後ポルタメント情報を正しく受信で

きなくなるものがあります。このような場合は、グライドセンサーを触ってもポルタ

メントの情報が出ないように設定することで問題を回避することができます。

1. SETUP ボタンを押してください

ボタンを押している間、プログラム／データ表示部分

にAd と表示されます。

2. SETUP ボタンを押しながらHOLD ボタンを押
して Po を選択してください。

SETUP ボタンを押しながらHOLD,OCT ボタンを押すことで、セッ

トアップ・モードで設定する項目を選択することができます。

3. Po を選択したら、SETUP ボタンを離してください。

プログラム／データ表示部分にon と表示されます。

ポルタメント・オン情報を出力します。

ポルタメント・オン情報を出力しません。

4. 設定が終了したらSETUP ボタンを押してください

プレイ・モードに戻ります。
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内部に保存している設定をリセットする

LEVEL, FX, SETUP TRANSボタンを押しながら電源を入れると、内部に保存し

ている設定を工場出荷時の状態に戻すことが出来ます。

本体が保持しているのは以下の設定項目です。

dL : Key delay:02

CH : Midi channel:01

tu : Tune:40

bS : Breath sensor:Only expression is set.

vS : Vibrato sensor:Only expression is set.

vE : Velocity:120

Po : Portamento:on

Oc : Octave key:OF

Ho : Hold key:OF

GL : Glide:r

Level master:30

Level preset:30

Reverb master:21

- Effect preset -

CH : Chorus:OF

dL : Delay:OF

rb : Reverb:21
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仕様仕様仕様仕様仕様
■ EWI4000s 主な仕様
形式 エレクトリック・ウィンド・インストルメント

運指 サキソフォン準拠、及びEWI方式

センサー ノートキー：タッチセンス式

マウスピース： ブレス：エアプレッシャーレベル方式

バイト：プレッシャーレベル方式

ベンド・アップ／ダウン： タッチセンス式

グライド・プレート： タッチセンス式

オクターブ・ローラー: タッチセンス式

プログラムキー ： タッチセンス式

ボタン LEVELボタン、FXボタン、SETUPボタン、TRANSPOSEボタン、OCTボタン、HOLDボタン

感度調整 ブレス・センス、ブレス・アジャスト、ベンド・ワイズ、ベンド・アジャスト

グライド・タイム、グライド・アジャスト、ビブラート・アジャスト

端子 ラインアウト x 1（1/4フォンジャック）

ヘッドホンアウト x 1（デュアル・モノ、ステレオ・ミニ・ジャック 最小負荷インピーダンス32Ω）

"MIDI IN, MIDI OUT　各1（5ピンDIN）"

DC IN x 1（別売り「MP-9」を使用）

他 脱着式ケーブル・クラッチ

電源 単三アルカリ(または充電式）電池 ４本

（電池使用時： 連続動作 約8時間 ※ヘッドフォン使用時は除く）

または別売りACアダプター（MP-9）

外形寸法 670.5mm （長さ） x 61mm （幅） x 69.0mm （厚み）

重量 874g （電池別）

付属品 使用説明書、スリンガー、単三乾電池 x 4本、クリーニングクロス、マウスピース・カバー

CD-ROM（EWI4000s 専用音色エディットソフト「Uniquest EWI4000s」を収録）

■ 音源部

音源方式 アナログモデリング・シンセサイザー

ボイス 2 （オクターブ/ホールド機能使用時）

制御音域 8オクターブ

音源 ２オシレーター、２フィルター  波形：ノコギリ波、三角波、パルス波（幅可変）

ノイズ・ジェネレーター、フォルマントフィルター

エフェクト リバーブ、ディレイ、コーラス

音色数 100

ディスプレイ 7セグメントLED x 2桁

機能 トランスポーズ、チューン、ノートホールド、オクターブ、プログラムチェンジ、キーディレイ

※ 規格や外観などは改良のため、予告なく変更することがあります。
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運指表
■ノート・キー

■オクターブ・シフト・ローラー

“0”のポジションがリファレンス・スタンダードです。

EWI4000sにおける「キー操作」と「オク

ターブ・シフト・ローラーのタッチポジ

ション」によりEWI4000s本体のMIDI

OUT端子から出力するMIDIノートナン

バー範囲を書きに示します。

キー操作を加えるとEWI4000sは最低音

[A#:22]から最高音[D#:111]という広い

音域でMIDI対応の楽器を演奏できます。

※ MIDIノートナンバー[60]が「中央のド（C）」に該当します。

�
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�

黒く塗りつぶしてあるKEYをタッチして下さい。
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替指例

これはほんの一例にすぎません。

その他の替指については、サキソフォンなどの教則本を参考に各自研究してください。
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故障かな？と思ったら．．．
●音が出ない

・ミキサーやヘッドホンが正しく接続されているか確認してください。

（8ページ、「接続のしかた」）

・電源が入っているか、電池が切れていないか確認してください。

（7ページ、「電池の入れ方」「ACアダプター」）

・LEVELの設定がゼロになっていないか確認してください。

（25ページ、「音量の調整」）

・ブレスの感度調整は正しいか確認してください。

（14ページ、「感度調整」）

●音程が変わらない

タッチセンス感度調整を確認してください。

（18ページ、「タッチセンス感度調整」）

●何もしないのに音が出たままになる

・ブレスの感度調整は正しいか確認してください。

（14ページ、「感度調整」）

●他の楽器と音程が合わない

・チューンの設定を確認してください。

 （34ページ、「チューンの設定」）

・ベンド・センサーの感度調整を確認してください。

 （16ページ、「ベンド・センサーの調整」）

●強弱がつかない

・ブレスの感度調整は正しいか確認してください。

（15ページ、「感度調整」）

●音程がすぐに変わらない

・グライド・センサーの調整が正しいか確認してください。

（17ページ、「グライド・センサーの調整」）
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この追補版について
AKAI professional EWI4000sを日頃からご愛好いただき、誠にありがとうございます。

この度、エレクトリック・ウィンド・インストゥルメント「EWI4000s」は、より完成された楽器

としての表現力と使いやすさを求めて、オペレーティング・システム(OS)をバージョン２にアッ

プデートする運びとなりました。 変更されたユーザインターフェースに関する点などは、この

追補マニュアルに全て記載されております。

※ お使いのEWI4000sのOSがバージョン1の場合、EWI4000s本体をアップデートする必要があります。アッ

プデート方法は本マニュアルのP.24「EWI4000s OS アップデートの方法」をご覧下さい。

オペレーティング・システム・バージョン2.0はEWI4000sに多くの機能を追加します。これら

の新機能はEWI自体のパフォーマンスと、MIDIによるコントロール性能を大幅に拡張するものです。

そのためエディットメニューの構成を若干変更し、新たな項目を設けた上で、その箇所において新

機能の設定をしたり、ある特定スイッチやキーに対しての機能変更が出来るもの等がありますので、

是非この追補マニュアルの内容を注意深く読んでいただければと思います。

この度のEWI4000sバージョン2.0ソフトウェアによってもたらされた多くの新機能はEWI

のエディットメニューを拡張することで実現されています。 新たなエディット・メニュー項目の

全ては[SETUP]ボタンを押して簡単にアクセスできるよう、メニュー構成を変更いたしました。

（エディットメニューの階層は次のページ「メニューの構造について」をご参照下さい。）

ただ、以前のバージョンでは、[SETUP]を押すと、常に「Ad」メニュー（アジャスト）から開始されて

おりましたが、この度のバージョン2.0ソフトウェアは、前回操作時のエディット・メニュー（最後

にエディットしたメニュー）を本体内に記憶するように出来ており、[SETUP]ボタンを押した時

には、もう一度そのメニューから編集を開始し、素早くパラメータを変更できるようになりました。

新しいグローバルコマンド

・ALL Notes Off

どの状態の時でも[SETUP]ボタンを押すことにより「All Notes Off （オール・

ノートオフ・メッセージ）」を送信することが出来ます。

・MIDI Panic

[FX]ボタンと[LEVEL]ボタンの同時押しで、現在選択しているMIDIチャンネルの

各MIDIノート（0-127）に対してMIDI Panic（リセット・オール・コントローラー

とオール・ノートオフ・メッセージ）を送信します。
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メニューの構造について

     

  

   

   

    

    

    

   

     

   

    

    

   

  

     

   

   

    

    

   

    

     

   

     

    

   

EWI4000s OS バージョン2.0では新たな機能の追加により、メニューの階層が一部変

更されました。 以下の表はバージョン2.0において変更された階層、及び追加された部分

やパラメータの設定範囲、デフォルト値について表記してあ

ります。EWI4000sをエディットする際には、このリストを

参考にしながら新しい階層形式に慣れてください。
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4 オクターブ機能（OCTボタン）

オクターブ機能（OCTボタン）
オクターブ機能では、[OCT]ボタンを使って、演奏している音に対して1オクターブ下

の音を追加することが出来ましたが、バージョン２ではこの追加する音に任意の音程を

指定する事が可能になりました。 また、[OCT]ボタンにMIDIコントロールチェンジを

割り当て、送信する事も可能です。

オクターブ機能のサブメニュー

1) [SETUP]ボタンを押したままにしてください。

[SETUP]ボタンを押したまま、[HOLD]ボタン／[OCT]ボタンを使っ

て、プログラム・データ表示部に「Oc」と表示されるまで操作します。

2)「Oc」と表示されたら[SETUP]ボタンを離します。

[SETUP]ボタンを離すと、オクターブ機能に関するサブメニューの階

層に移動します。

 

OF - (Off) オフ

「OF」を選択すると[OCT]ボタンの機能は無効になります。

オクターブ機能を設定する

oc - (Octave) オクターブ

「oc」は通常のオクターブ・モードで、このモードがデフォルトの設定となっ

ています。演奏中に[OCT]ボタンを押す事でEWI4000sは演奏中のボイス

に対して1オクターブ下の2ボイス目を足して発音します。

オクターブ機能のサブメ

ニューには、設定に必要な5

項目のサブメニューがあります。

サブメニューの階層内で、

[HOLD]ボタン／[OCT]ボタンを

使って、サブメニューを切り替え

る事が出来ます。 サブメニューから通常の演奏モードに移動するときはもう一度

[SETUP]ボタンを押して下さい。
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■インターバル・モードを使う

1. まず最初に基本に鳴る音を吹きつづけます。

2. 発音した状態をキープしたまま[OCT]ボタンを押します。

3. 次に重ねたい２ボイス目の音を吹きます。

最初の音と２番目に重ねた音程の間隔が維持され、常に演奏し

た音程に対して、この間隔が維持されたまま２番目の音として

重ねて発音され続けます。

dn - (preset down) プリセット・ダウン

「dn」を選択した場合はプリセットナンバーを１つ下げるボタンとしてのみ機能します。

■コンティニュアス・コントローラーを設定する

1. サブメニューで「CC」を選択してください。

[SETUP]ボタンと[TRANS]ボタンの下のLEDが点滅を開始します。

2. [TRANS]ボタンを押します。

これでコンティニュアス・コントローラーの設定に関するオプ

ションの階層に移動します。

3. [TRANS]ボタンを押したまま、[HOLD]ボタン、[OCT]ボ
タンを使って設定に必要なオプションを選択します。

In - (Interval) インターバル・モード

「In」は「インターバル・モード」です。「In」を選択した場合は、[OCT]ボタン

を押した時に、演奏中の音に対して設定した度数（音程の間隔）を保持した

まま２番目のボイスを足して発音します。

CC - (Continuous Controller) コンティニュアス・コントローラー

「CC」を選択した場合は、[OCT]ボタンを使ってMIDIコントロール・チェンジの

情報を送信させることが出来ます。 [OCT]ボタンによるMIDIスイッチとしての

振るまいとして「ラッチ／アンラッチ」としての動作を設定する事も可能です。
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3. エディットしたいオプションの画面で
[TRANS]ボタンを離すと決定です。

4. プログラム・データ表示部に選択し
たオプションのパラメータが表示
されます。

[HOLD]/[OCT]ボタンを使ってパラ

メーターをセットしてください。

5. エディットを終了したいときは
[SETUP]ボタンを押します。

サブメニューの階層に戻ります。

CONTROLLER NUMBER（コントローラー・ナンバー）:

デフォルト設定 = MIDI CC#64

[OCT]ボタンを押した時に送信するMIDIコントロールナン

バーを表示します。

MIDI DATA VALUE（MIDIデータバリュー）:

[OCT]ボタンを押してる時に送信されるコントロールナンバー

の「値」を設定します。 EWI4000sは通常のMIDIの値である「0

～127」を送信できます。

※ プログラム・データ表示部が100を超える値を表示する場
合は表示部の上部中央の「点」が点灯します。

LATCHING （ラッチング）: デフォルト設定=オン

[OCT]ボタンをMIDIコントロールチェンジのスイッチとして

使用する際、その動作の仕方として、一般的なフットスイッチな

どにみられる「ラッチ・タイプ」もしくは「アンラッチ・タイプ」と

しての動作を設定できます。

ON（ラッチ） [OCT]ボタンを押している間はON。 離すとOFF。

OFF（アンラッチ）[OCT]ボタンを一度押すとONの状態を維持。も

う一度押す事でOFF。

- コンティニュス・コントローラーのオプション -
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ホールド機能にもいくつかの新たな機能が追加されました。

ホールド機能を設定する

ホールド機能（HOLDボタン）

ホールド機能のサブメニュー

1) [SETUP]ボタンを押したままにしてください。

[SETUP]ボタンを押したまま、[HOLD]ボタンと[OCT]ボタンを使っ

てプログラム・データ表示部に「Ho」と表示されるまで操作します。

2) 「Ho」と表示されたら[SETUP]ボタンを離します。

[SETUP]ボタンを離すと、ホールド機能に関するサブメニューの階

層に移動します。

ホールド機能のサブメニューに

は、設定に必要な6項目のサブメ

ニューがあります。 サブメニューの

階層内で、[HOLD]ボタン／[OCT]

ボタンを使って、サブメニューを切

り替える事が出来ます。 サブメ

ニューから通常の演奏モードに移動するときはもう一度[SETUP]ボタンを押して下さい。

    

    

    

     

    

    

   

        

    

   

OF - (OFF) オフ

「OF」を選択すると[HOLD]ボタンの機能は無効になり、押しても何も効果

がありません。

LE - (Hold Mode, legato)レガート・ホールドモード

「LE」は通常のホールド・モード（レガート）になります。 [HOLD]ボタンを押

す事で、このモードが有効になり、もう一度押すとモード解除です。

■レガート・ホールドモードを使う

1. [HOLD]ボタンを押して、演奏を始めて下さい。

演奏した時の第1音目のみを保ったまま（ホールドしたまま）、第2音目以

降の音が（単音で）重なり続けます。第2音目以降の音は、通常演奏時と

同じ発音状態となり、通常通りの感覚で演奏ができます。 （その際、

各ノートの最後にはMIDIノート・オフ・メッセージを出力）。



EWI4000s OS V2.0追補マニュアル

8 ホールド機能（HOLDボタン）

UP - (Preset Up/Increment)  プリセットUP

「UP」を選択する事で「サスティン」「ソステヌート」の機能はオフになり

[HOLD]ボタンはプログラムアップボタンとして機能するようになります。

nL - (Hold Mode, non-legato)ノンレガート・ホールドモード

「nL」を選択する事で「ノンレガート・ホールドモード」になります。ホールド

し続ける第一音目の発音停止は、息の吹き込みに関係なく、[HOLD]ボタンを

もう一度押す事で行うという点が前述のレガート・ホールドと違う点です。

2. 息を吹き込むのをやめると、ホールドして発音し続けていた第一
音目の発音が停止します。

また新しいフレーズを吹き始めると、そのフレーズの最初の音が

ホールドされたまま、第2音目以降が重なって演奏されます。

■ノンレガート・ホールドモードを使う

1. [HOLD]ボタンを押し、演奏を初めて下さい。

演奏した時の第1音目のみがホールドされたまま、第2音目以降の音が

（単音で）重なり続けます。第2音目以降の音は、通常演奏時と同じ発音状

態となり、通常通りの感覚で演奏ができます（その際、各ノートの最後に

はノート・オフ・メッセージを出力）。

2. [HOLD]ボタンをもう一度押すと、ホールドし続けていた第一音目
の発音が停止します。

再び「ノンレガート・ホールドモード」で新しいフレーズを吹き始めたい

場合は、もう一度[HOLD]ボタンを押し演奏を開始して下さい。

Su - (Sustain)  サスティン・ホールドモード

「Su」を選択する事で「サスティン・ホールドモード」になります。

このモードは前述のレガート・ホールドモードに似ていますが、このサス

ティン・ホールドモードを選択した場合、EWI4000sのMIDI OUT端子に

接続された外部音源モジュールなどに対して「MIDIサスティン情報」を送信

します。 フレーズの吹き始め（息を吹き込んだ時）に「MIDIサスティンON」

を、フレーズの吹き終わり（息を吹き込むのを止めた時）に「MIDIサスティン

OFF」を送信します。

■サスティン・ホールドモードを使う

使い方は「レガートホールド・モード」を参考にして下さい。
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■コンティニュアス・コントローラーを設定する

1.サブメニューで「CC」を選択してください。

[SETUP]ボタンと[TRANS]ボタンの下のLEDが点滅を開始します。

2. [TRANS]ボタンを押します。

これでコンティニュアス・コントローラーに関するオプションの階層

に移動します。

3. [TRANS]ボタンを押したまま、[HOLD]ボタン、[OCT]ボタン
を使って設定に必要なオプションを選択します。

CC - (Continuous Controller)  コンティニュアス・コントローラー

「CC」を選択した場合は、[HOLD]ボタンを使ってMIDIコントロール・チェンジの

情報を送信させることが出来ます。 [HOLD]ボタンによるMIDIスイッチとして

の振るまいとして「ラッチ／アンラッチ」としての動作を設定する事も可能です。

CONTROLLER NUMBER（コントローラー・ナンバー）:
デフォルト設定 = MIDI CC#64

[HOLD]ボタンを押した時に送信するMIDIコントロールナンバー

を設定します。

MIDI DATA VALUE（MIDIデータバリュー）:

[HOLD]ボタンを押してる時に送信されるコントロールナンバー

の「値」を設定します。 EWI4000sは通常のMIDIの値である「0～

127」を送信できます。

※ 100を超える値をプログラム・データ表示部が表示している
場合は上部中央の「点」が点灯します。

LATCHING （ラッチング）:  デフォルト設定=オン

[HOLD]ボタンをMIDIコントロールチェンジのスイッチとして使用する

際、その動作の仕方として、一般的なフットスイッチなどにみられる「ラッ

チ・タイプ」もしくは「アンラッチ・タイプ」としての動作を設定できます。

ON（ラッチ） [HOLD]ボタンを押している間はON。 離すとOFF。

OFF（アンラッチ） [HOLD]ボタンを一度押すとONの状態を維持。も

う一度押す事でOFF。

- コンティニュス・コントローラーのオプション -
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4. エディットしたいオプションの画面で
[TRANS]ボタンを離すと決定です。

5. プログラム・データ表示部に選
択したオプションのパラメータ
が表示されます。

[HOLD]/[OCT]ボタンを使ってパ

ラメータをセットしてください。

6. エディットを終了したいときは
[SETUP]ボタンを押します。
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ベンド・コントロール
ベンドのアップ／ダウン・コントローラーに、ピッチベンドデータ（と、もしくは）MIDI

コンティニュアス・コントロールメッセージをアサインし、送信することが出来ます。

アップ＆ダウンそれぞれに対して個別に独立した設定が可能です。

これにより外部MIDI音源モジュールやソフトシンセなどをEWI4000sでコントロー

ルする際、より表現力豊かな演奏が可能になるでしょう。

ベンドセンサーの設定は「アップ」と「ダウン」別々のメニューとして用意してあります。

Pb - (Pitch Bend)　ピッチベンド・イネーブル

MIDIピッチベンド・メッセージ送信の有効無効を設定できます。もしこ

れを無効にした場合、演奏中にピッチベンド・アップセンサーに触れて

もMIDIピッチベンドメッセージを送信しません。

ピッチベンド・アップの設定をする
 

■ピッチベンド・アップ機能のオン／オフ (デフォルト設定=オン)

1) 「Pb」表示中のとき、[TRANS]ボタンを押
すことでMIDIピッチベンド・メッセージ送
信の有効無効を選択できます。

プログラム／データ表示部の「P」と「b」の間の小さな

点が点灯します。この点が点灯していると、コントロールは有効となっています。

2） 解除するには、もう一度[TRANS]ボタンを押してください。

「P」と「b」の間の小さな点が消え、ピッチベンド・アップ機能が無効となります。

1) [SETUP]ボタンを押したままにしてください。

[HOLD]ボタン／[OCT]ボタンを使って、プログラム・データ表示部に

「PU」（Pitch Bend UP の意味）と表示れるまで操作します。

2)「PU」と表示させたら[SETUP]ボタンを離します。

[SETUP]ボタンを離すと、ピッチベンド・アップ機能に関するサブメ

ニューの階層に移動します。

ピッチベンド・アップのサブメニュー
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CC - (continuous controller)

ピッチベンドアップセンサーでMIDIコンティニュアス・コントロー

ラー情報を出力するときは、このオプションで設定します。

■コンティニュアス・コントローラー機能のオン／オフ (デフォルト設定=オフ)

1)サブメニューが「CC」表示中のとき、
[TRANS]ボタンを押すことでMIDIコン
ティニュアス・コントローラー・メッセー
ジ送信の有効無効を選択できます。

プログラム／データ表示部の「C」と「C」の間の小さな点が点灯します。

この点が点灯していると、コントロールは有効となっています。

2)解除するには、もう一度[TRANS]ボタンを押してください。

「C」と「C」の間の小さな点が消え、コントローラー機能が無効となります。

■コンティニュアス・コントロールナンバーの変更  (デフォルト=48)

1)コンティニュアス・コントローラー機能を有効な状態にします。

前述の「コンティニュアス・コントローラー機能のオン／オフ」を参考に

し、この機能を有効にしておいて下さい。

2)プログラム／データ表示部の「C」と「C」の間の点が点灯している
事を確認下さい。

点灯していると送信可能の状態です。 [TRANS]ボタンを再び押すこと

で「無効」になります。

※ [TRANS]ボタンを押したままにするとグライド・プレートから送信
される「MIDI CCナンバー」が表示されます。

3) [TRANS]ボタンを押したまま、[HOLD]ボタ
ン、[OCT]ボタンを使ってCCナンバーの数値
を増減できます。

数値を決定する場合は目的の数値を表示されてい

る時に[TRANS]ボタンを離して下さい。

注意： コントロールナンバーのセットをする際に、コンティニュアス・コントロー
ラー機能を「オフ」にしてしまいがちです。コントロールナンバーをセットした後は
プログラム・データ表示部の「C」と「C」の間の点が点灯していることをご確認下さい。
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ピッチベンド・ダウンの設定をする

1) [SETUP]ボタンを押したままにしてください。

[HOLD]ボタン／[OCT]ボタンを使って、プログラム・データ表示部に

「Pd」（Pitch Bend Down の意味）と表示れるまで操作します。

2) 「Pd」と表示させたら[SETUP]ボタンを離します。

[SETUP]ボタンを離すと、ピッチベンド・ダウン機能に関するサブメ

ニューの階層に移動します。

ピッチベンドダウンのサブメニュー

Pb - (Pitch Bend)　ピッチベンド・イネーブル

MIDIピッチベンド・メッセージ送信の有効無効を設定できます。もしこれを

無効にした場合、演奏中にピッチベンドダウンセンサーはMIDIピッチベン

ドメッセージを送信しないでしょう。

■ピッチベンド・ダウン機能のオン／オフ  (デフォルト設定=オン)

1) 「Pb」表示中のとき、[TRANS]ボタンを押
すことでMIDIピッチベンド・メッセージ送信
の有効無効を選択できます。

プログラム／データ表示部の「P」と「b」の間の小さな点が点灯します。この点

が点灯していると、コントロールは有効となっています。

2） 解除するには、もう一度[TRANS]ボタンを押してください。

「P」と「b」の間の小さな点が消え、ピッチベンド・ダウン機能が無効となります。

CC - (Continuous Controller) コンティニュアス・コントローラー

ピッチベンドダウンセンサーでMIDIコンティニュアス・コントローラー情

報を出力するには、このオプションで設定します。

■コンティニュアス・コントローラー機能のオン／オフ  (デフォルト設定=オフ)

1)「CC」表示中のとき、[TRANS]ボタンを押すことでMIDIコンティ
ニュアス・コントローラー・メッセージ送信の有効無効を選択できます。

プログラム／データ表示部の「C」と「C」の間の小さな点が点灯します。この

点が点灯していると、コントロールは有効となっています。
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■コンティニュアス・コントロールナンバーの変更  (デフォルト=49)

1)コンティニュアス・コントローラー機能を有効な状態にします。

前述の「コンティニュアス・コントローラー機能のオン／オフ」を参

考にし、この機能を有効にしておいて下さい。

2)プログラム／データ表示部の「C」と「C」の間の点が点灯してい
る事を確認下さい。

点灯していると送信可能の状態です。 [TRANS]ボタンを再び押す

ことで「無効」になります。

※ [TRANS]ボタンを押したままにするとグライド・プレートから送
信される「MIDI CCナンバー」が表示されます。

3) [TRANS]ボタンを押したまま、
[HOLD]ボタン、[OCT]ボタンを
使ってCCナンバーの数値を増減で
きます。

数値を決定する場合は目的の数値を表示

されている時に[TRANS]ボタンを離し

て下さい。

2)解除するには、もう一度[TRANS]ボタンを
押してください。

「C」と「C」の間の小さな点が消え、コント

ローラー機能が無効となります。

注意： コントロールナンバーのセットをする際に、コンティニュアス・コント
ローラー機能を「オフ」にしてしまいがちです。コントロールナンバーをセット
した後はプログラム・データ表示部の「C」と「C」の間の点が点灯していることを
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ポルタメント機能（グライド・プレート）
通常、グライド・プレートセンサーに触れる事でポルタメント・オン・メッセージ（MIDI

CC#65）が出力され、センサーに触れている量に応じてポルタメント・タイム情報（MIDI

CC#05）も出力されます。 OSバージョン2では、このグライド・プレート・センサーに対

して、上記のポルタメント情報以外に、MIDIコンティニュアス・コントローラーやMIDIオ

ン／オフ・スイッチを自由に（独立して）割り当てる事ができます。

ポルタメント・モードに入る

PS (pedal switch） ペダルスイッチ

このサブメニューはグライド・プレートセンサーにMIDIオン／オフスイッチ情

報をアサインさせる為のものです（デフォルトは「CC#65(ポルタメント

ON/OFF)」）。 また、MIDIオン／オフスイッチコントローラーとしての有効／

無効設定と、送信するMIDIコントロールナンバーを設定する事が出来ます。

ポルタメント・モードのオプション

注意： MIDIコンティニュアス・コントローラーの値を「05」以外の値に変更した場合、本体内
蔵音源に対するグライド・エフェクトの効果は無効となります。

■ペダルスイッチ機能のオン／オフ (デフォルト設定 = オフ)

1)「PS」が表示されているとき、[TRANS]ボタン
を押すことでMIDIスイッチON/OFFメッセー
ジ送信の有効無効を選択できます。

プログラム／データ表示部の「P」と「S」の間の小さな点が点灯します。この点

が点灯していると、コントロールは有効となっています。

1) [SETUP]ボタンを押したままにしてください。

[SETUP]ボタンを押したまま、[HOLD]ボタン／[OCT]ボタンを使っ

て、プログラム・データ表示部に「Po」と表示されるまで操作します。

2)「Po」と表示されたら[SETUP]ボタンを離します。

[SETUP]ボタンを離すとポルタメント機能に関するサブメニュー

の階層に移動します。

※ MIDIコンティニュアス・コントローラーのデフォルトはCC#05。 MIDIスイッチパラメータ
でのデフォルトはCC#65 = （ポルタメント・オン／オフ）です。
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2)解除するには、もう一度[TRANS]ボタンを押し
てください。

「P」と「S」の間の小さな点が消え、スイッチ機能が無

効となります。

■コンティニュアス・コントローラー機能のオン／オフ

1)「CC」表示中のとき、[TRANS]ボタンを押す
ことでMIDIコンティニュアス・コントローラー・
メッセージ送信の有効無効を選択できます。

プログラム／データ表示部の「C」と「C」の間の小さな

点が点灯します。この点が点灯していると、コントロールは有効となっています。

2) 解除するには、もう一度[TRANS]ボタンを押してください。

「C」と「C」の間の小さな点が消え、コントローラー機能が無効となります。

CC - (Continuous Controller) コンティニュアス・コントローラー

グライド・プレートセンサーからMIDIコンティニュアス・コントローラー情報を

出力するときはこのオプションで設定します。 デフォルトは「CC#05」です。

■ペダルスイッチのコントロールナンバーの設定    (デフォルト設定 = CC#65)

1)ペダルスイッチ機能を有効な状態にします。

前述のP.15 「ペダルスイッチ機能のオン／オフ」を参

考にし、ペダルスイッチ機能を有効にしておきます。

2) [TRANS]ボタンを押したまま、[HOLD]ボタ
ン、[OCT]ボタンを使ってCCナンバーの数値
を増減できます。

決定する場合は、目的の数値を表示させた状態で[TRANS]ボタンを離して下さい。

ヒント： [TRANS]ボタンを押したままにするとグライド・プレートから
送信される「MIDI CCナンバー」が表示されます。

注意： コントロールナンバーのセットをする際に、コンティニュアス・コントロー
ラー機能を不意に「オフ」にしてしまいがちです。コントロールナンバーをセットし
た後はプログラム・データ表示部の「点」が点灯している事をご確認下さい。
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■コンティニュアス・コントロールナンバーの変更 (デフォルト設定 = CC#05)

1)コンティニュアス・コントローラー機能が有効な状態にします。

P.16の「コンティニュアス・コントローラー機能のオン／オフ」を参考に

し、この機能をオンにしておいて下さい。

2) [TRANS]ボタンを押したまま、[HOLD]ボ
タン、[OCT]ボタンを使ってCCナンバー
の数値を増減できます。

決定する場合は目的の数値を表示された状態で

[TRANS]ボタンを離して下さい。

ヒント： [TRANS]ボタンを押したままにするとグライド・プレートか
ら送信される「MIDI CCナンバー」が表示されます。

注意 ： MIDIコンティニュアス・コントローラーの値を「05」以外の値
に変更した場合、本体内蔵音源に対するグライド・エフェクトの効果は
無効となります。

注意 ： コントロールナンバーのセットをする際に、コンティニュアス・
コントローラー機能を不意に「オフ」にしてしまいがちです。コントロー
ルナンバーをセットした後はプログラム・データ表示部の「点」が点灯し
ている事をご確認下さい。
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キー・プログラム・チェンジ
EWI4000sはノート・キーにプログラムナンバーを割り当て、演奏中でも瞬時にプログ

ラムを切り替える方法があります。これまでの方法では１オクターブのキー（12個）に限

られていた為、それによりアサインできる音色数は12音色以内に限られていました。

OSバージョン2.0では、この従来の切り替え方法の他に、全ての音域のノート・キー

（96個）に96音色をアサインする事も可能となりました。

キー・プログラムチェンジのオプション

キー・プログラムチェンジ・モードに入る

1) [SETUP]ボタンを押したままにしてください。

[SETUP]ボタンを押したまま、[HOLD]／[OCT]ボタンを使ってプログラム

／データ表示部に「dP」(Program Change)と表示されるまで操作します。

2) 「dP」と表示されたら[SETUP]ボタンを離します。

[SETUP]ボタンを離すと、オクターブ機能に関するサブメニューの階

層に移動します。

OF - (オフ)

キープログラムチェンジの機能を無効にします。

OC - (1オクターブ　12音色)

１オクターブ（12個のノートキー）の範囲内に、キー・プログラムチェンジの設

定をします。これによるプログラムチェンジは演奏中のオクターブ制限を受け

ません。つまり、どのオクターブ内で演奏していたとしても、フィンガリングポ

ジションに対応した12個の音色のいずれかを呼び出す事が出来ます。

AL - (全てのキー　96音色)

全音域（8オクターブ = 96キー）の各ノートキーに96音色を割り当てる事が可

能です。上記の「OC」と違い、指定されたオクターブと伴う運指が必要になります。

※ 詳しくは製品付属の取扱説明書P.21「ノートにプログラムナン
バーを割り当てる」をご参照ください。
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フィンガリング・モード

フィンガリングモード・オプション

EWI4000s OS バージョン2には、従来の運指に加え、新しく「AKAI EVI (Electric

Valbe Instrment)」のフィンガリングモードが2種類用意されました。これにより木管

楽器を基本とした従来の運指に加え、金管楽器をベースとした「AKAI EVI」のプレイ

ヤーや多くの金管楽器の奏者の皆様にも簡単にEWI4000sを演奏する事が可能とな

ります。

Ei - EWIスタンダード

EWIスタンダードのフィンガリング・モードです。EWI4000sにおけるデ

フォルトの設定はこれになります。

Ev - EVIフィンガリング

EVIフィンガリングにおけるもうひとつのモードです。運指は「EVI」ですが

オクターブ・ローラーのふるまいはEWIと同じ方向に動作します。このモー

ドは「金管」の運指を試してみたいとお考えのEWIユーザーにお勧めです。

Er - EVIフィンガリング + 反転オクターブ・ローラー

このフィンガリング・モードは実際のEVIにおける左手の動きと密接に重複

しているモードです。 EVIに慣れ親しんできたプレイヤーには、このモード

をお勧めします。

フィンガリング・モードの設定

1) [SETUP]ボタンを押したままにしてください。

[HOLD]／[OCT]ボタンを使って、プログラム／データ表示部に「Fn」

(Fingering)と表示されるまで操作します。

2) 「Fn」と表示されたら[SETUP]ボタンを離します。

他のフィンガリング・モードへの移動は[HOLD]／[OCT]ボタンを使って

メニューを移動できます。
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EWI4000s EVIモード運指表
■ノート・キー

■オクターブ・シフト・ローラー

“0”のポジションがリファレンス・スタンダードです。

”Eu”モード ”Er”モード
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■左手：

左手は「オクターブ」と「半オクターブ」へのシフト、そし

て「EVI 2ndトリルキー」をコントロールします。また、左

手の親指はグライド・センサーもコントロールします。

ノートキー3と4は演奏時に常に触れます。

ノートキー5には何の機能も割り当てられていません

が、このキーは他のキーへ不意な接触を防ぐ為の「バリ

アー」としての枠割りを

果たすでしょう。

ノートキー6は「EVI 2nd

トリルキー」としての役

割を果たします。キーに

触れた時、ピッチを半音

（+1note）上げます。

ノートキー3または4の

いずれかを離すか、ノー

トキー6に触れる、もし

くはこれらのキーの併

用によって+1/2まで

ピッチを上げる事が出

来ます。（これらのキーのシフト量は加算式で

はありません）

ノートキー1は、EVIにおける「キャニスター」の

ボタンに指を置く為の場所だと考えて下さい。

触れるとピッチは完全4度(-5 note)下がります。 一

般的な金管楽器の4番目のバルブ、もしくはトロン

ボーンにおける左手親指のアタッチメントとしてこ

れを考えてください。

ノートキー2には何の機能も割り当てられていませ

ん。このキーは他のキーへ不意な接触を防ぐ為の「バリ

アー」としての枠割りを果たすでしょう。

EVIフィンガリング・モード詳細

■右手：

右手は３つの「バルブキー」と、「EVI 1stトリルキー」、

「EVI 3rdトリルキー」をコントロールします。更に右

手の指はベンドセンサーのアップダウンもコント

ロールします。

EWI上の「ノートキー8、9、10」は金管楽器における

「3つのバルブ」に該当します。 図の中のカッコ内の数

字は触れた時の音程の上下

についてです。

ノートキー7（K7）はEVIに

おける1番目のトリルキー

としての役割をします。触

れている時に全音( + 2

note)上げます。

ノートキー8（K8）は全音(-

2 note)下がります。

ノートキー9（K9）は半音(-

1 note)下がります。

ノートキー10（K10）は全

音半(-3 note)下がります。

ノートキー11＆12は機能

しませんので右手小指の置

き場所として使用します。

ノートキー13はEVIにおける3番目のトリルキーと

して機能します。触っている時に長3度(+4 note)上

げます。（EVI 2ndトリルキーは左手側）。
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0

※黒く塗りつぶしてあるKEYをタッチして下さい。

■EVIの基本的な運指

EVIフィンガリングモードにおける基本的な方法をご紹介しましょう。

まず2つのローラーの間に左手の親指を触れておきます。次にノートキー3と4に指を触れてください。こ

れで基本となる「C」が発音されます。このノートキー3と4は演奏時に常に触れ続けるキーです。バルブ・

キーはどれも押さえていない状態で「C」が発音され、これはいわゆる「オープン・フィンガリング（どのバル

ブも押していない）」として考える事が出来るでしょう。

そのまま左手人差し指でノート・キー1に触れてみて下さい。すると下のオクターブの「G」が発音されます。

次は3つのバルブ・キー（ノート・キー8、9、10）を右手で操作し、CもしくはGへ下がっていきます。

Cから下がっていくフィンガリングではAb(G#)が発音されるでしょう。Ab(G#)からGへの移動は、難しい

ものではありません。左手の人指し指でノートキー1に触れると同時に、右手の指すべてを離すだけです。
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■トリルキーとは？

EVIフィンガリングモードの運指において、「トリ

ル」が困難なポイントを、３つある「トリル・キー」を

使うことによって簡単に行うことが出来ます。

P.21の運指表を見てもおわかりいただけるよう

に、右手による7通りのフィンガリングのみでは、

12個の半音階からなるオクターブの範囲をカバー

する中で、オクターブ途中の運指を切り替える際に

は、運指上のある種の「交差」が発生してしまいま

す。具体的に「C」と「C#」の間、「G」と「G#」の間で、

右手と左手の両方を同時に変える必要性があり、この音程間でトリルを行うには、かなりトリッキーなテ

クニックを要求されます。特に「C」と「C#」の間は、同時に左右の複数の指を変える必要があり大変困難

です。しかし「トリル・キー」を使うことによってこれを簡単にすることが可能です。

例えば、上記の「C」と「C#」のトリルをするなら、まずＣの運指をして「2ndトリルキー(K6 = ノートキー

6)に触れて下さい。これだけで通常の運指では大変困難だったトリルがいとも簡単に可能になります。

充分にこのトリル・キーを活用して下さい。

このEVIフィンがリングモードにある3つの「トリル・キー」や「バルブ・キー」との組み合わせにより、オリ

ジナルな「「替え指」を編み出したり、演奏時の困難なフレーズやパッセージをより簡単にすることができ

るしょう。

次にC#へ向けてどんどん下がっていきましょう。

C#からCに移動するときは、左手人差し指で押さえている「ノートキー1」と右手のバルブ・キーすべてを離

すと同時に、左手親指のオクターブ・シフト・ローラーを次のオクターブに移します。

このようにしてどんどんスケールを演奏してみて下さい。

このフィンガリングはどのオクターブにおいても全く同じ形です。

右手のフィンガリングなどはトランペットにおけるミドル「Ｃ」からオクターブ下「Ｃ」周辺と同じだという

ことがお分かり頂けるはずです。例えば「C#」は常に

ノート・キー8、9、10で演奏する、「D」は常にノート・

キー8、10で演奏する. . .といったようにです。

EVIフィンガリングモードのこの1オクターブの運

指を覚えるだけで、EWI4000sのほとんどの発音域

をマスターすることが出来ます。

*EVIフィンガリング・モードの開発に関して、Patchman Music(www.patchmanmusic.com)のMatt Traumに心より感謝いたします。
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EWI4000s OSのアップデート方法
このガイドではEWI4000sのOS（オペレーティングシステム）をアップデートする方

法を明記します。

■OSのバージョンアップに必要なもの

・MIDIケーブル x 1本（市販品）

MIDIインターフェースとEWI4000s本体を接続するために使います。

・MIDIインターフェース（市販品）

パソコン側からMIDIを送信するために必要です。

・OSのファイル

EWI4000s用のOSファイルを用意して下さい。

ファイルはhttp://www.akaipro.com/からダウンロードできます。

・SMFプレイヤー（市販のシーケンサーソフトなど）

EWI4000sのOSアップデートファイルは、システムエクスクルーシブを含んだ、一

般的な「スタンダードMIDIファイル（SMF）」です。このファイルをEWI4000s本体

に転送する為に、SMFプレイヤー、もしくはシーケンサーソフト等が必要です。

・Macintosh: Mac OS X

Mac OSXにおいては市販のシーケンサー、または、フリーウェアの"SysEx Librar-

ian"がおすすめです。「SysEx Librarian」は以下のサイトからダウンロード可能です。

http://www.snoize.com/SysExLibrarian/

・Windows XP

Windows環境においては「Windows Media Player 10」を使って送信する事

が可能です。 または、市販のシーケンサーをお使いください。
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■MIDIインターフェース側の準備

ご使用のパソコンに接続されたMIDIインターフェースから、MIDI信号が確実に送信

出来ているかをご確認下さい。 MIDIインターフェースの設定等に関しては、お使い

のMIDIインターフェースの取り扱い説明書をご覧下さい。

■EWI4000s側の準備

1.) [SETUP]ボタンを押したままにします。

2.) [SETUP]ボタンを押したまま、[HOLD] / [OCT]ボタン
を押して 「UP」 を選択してください。

3.)「UP」を選択したら、[SETUP]ボタンを離してくださ
い。

[SETUP]ボタンを離すと、プログラム／データ表示部に

２桁の数字（「10」や「11」など）が表示されます。 この数

字が、現在お使いのEWI4000sに搭載されているOSの

バージョンとなります。

■接続のしかた

コンピューター側MIDIインターフェースの「MIDI OUT 端子」と、EWI4000sの

「MIDI IN 端子」をMIDIケーブルで接続してください。

�

MIDI OUT�
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※正常にアップデートが行われなかった場合、プログラム／データ表示部には「E」、「Er」もし
くは「E1」といった表示がされます。 その際は、EWI4000sとインターフェースとの接続、イ
ンターフェースの設定等をご確認の上、P.2 「EWI4000s側の準備」から再度お試し下さい。

■EWI4000sへOSファイルを送信する

1.)お使いのシーケンサーやSMFプレイヤーでOSファイル（「ファイル名.mid」）
を開き、再生させます。

ファイルが再生され、EWI4000sがデータを受信すると、自動的にアップ
デートを開始し、プログラム／データ表示部がアニメーションを開始します。

注意：データ再生中は、シーケンサーの再生を途中で止めないで下さい！

2.)送信が無事終了するとEWI4000sのプログラム／データ表示部にアップ
デート後のOSバージョンの数字が2桁で表示されます。

例えば、OSのバージョンが2.0であれば「20」という具合に表示されます。

3.) EWI4000sの電源を一度切り、数秒間置いた後に再度電源を投入して下さい。

アップデートしたバージョンでEWI4000sをお使いいただけます。



Preset Program List
1 Singing Saw
2 J-Judd

3 Sumo

4 Wood Wind

5 Mimi
6 Pulse Brass

7 Double Reed
8 SoulSaw-4

9 Mellow

10 Nightcrawler

11 HowLowCanYouGo

12 Fat Bottom
13 Funky Wah

14 Bright Wah

15 Recorder
16 Mix Lead

17 SpiritVoice_5th

18 Tuba

19 Solid Brass
20 Squids+5

21 Pipe

22 Tonette

23 OctaveSteps

24 SteamPipe
25 Square Wave 50%

26 TrainToHastings
27 BuffyCramdon

28 Saw -4

29 Square Wave 90%

30 Fat Saw
31 Ambient Brass

32 Judd4000
33 Gross Saw

34 Dual Pulse

35 Soprano

36 Funky Cry Baby

37 NYStreets-3rd
38 Square Wave 75%

39 FatterSaw

40 Saw+5
41 Clear Saw

42 Synth Solo

43 Cantabile Saw

44 Stonehenge
45 Crispy

46 Square Wave 10%

47 Soft Pulse

48 Silky

49 Expresso
50 WoodNGlue

51 Deep Bass
52 Detune Pulse

53 DuckSauce

54 Warm Detune

55 Dual PWM
56 Bright Synth

57 M EWI
58 Wood Wind 2

59 DownNDirty

60 Earthy

61 Edgy Pulse

62 Square Wave Wah
63 Reed

64 Feedbacker

65 Fat PWM
66 Smooth Synth

67 Wide PWM

68 Saxy

69 Oxygen
70 Common Fanfare

71 ClareInNet

72 YawnHummer+5

73 Mass Ave.

74 Dual Pulse
75 New wood

76 Pitchy
77 Detune Saw

78 DirtyDown4th

79 DarkBass

80 Warm Detune
81 Singing Saw

82 J-Judd
83 Sumo

84 Wood Wind
85 Mimi

86 Pulse Brass

87 Double Reed

88 Colorful-Melody 1
89 Colorful-Melody 2

90 Colorful-Melody 3

91 Colorful-Melody 4
92 Colorful-Star

93 Colorful-Shine

94 SP1 Cantabile Saw

95 SP2 Truth EWI 1
96 Miyazaki 1

97 Miyazaki 2

98 Miyazaki 3

99 Miyazaki 4

100 Miyazaki 5

88 番から 100 番までが EWI4000sw で新たに追加された音色です。




